
平成28年度熊連協定期総会　蔑事象

熊連協会計　深田忠　記

開催日時:平成28年5月11日(水) 14時～16時

開催場所:熊谷市勤労会館　第3会議室

初めに

議事録の氏名については敬称を略します｡

1 ､熊本地寮で犠牲になられた方の冥福を祈り黙とうを行った｡

2､出席された熊谷学園所長(小林氏)を会長仲島)より紹介があった0

3､小林氏の挨拶

･ 4月の移動で着任した｡

･熊連協は歴史､会員数も多く県連協の中心である｡ (ホームページも充実)

･今年度も214名の生徒が入学した｡

･近くに来られたら寄ってほしい｡

4､定足数の報告(水間)
･構成員(92名)　出席者(78名)　委任(8名)

･規約14条の規定により構成員の過半数であり総会の成立を告げる｡

5会長挨拶(中島)
･多くの方の参加に感謝する｡

･今年度は3期が新たに加入した. (40期､ 2･5期､専攻1期)

･花ボラについては多くの方の参加に感謝する｡

･熊連協･50周年に向けた第1歩として､先輩の活動を引継ぎ､活動の中身を濃くし

たい｡

･予算内での活動､安全第1､其聾で丁寧な対応を行う｡
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議事

1､平成2 7年度事業報告

･資料に基づき報告(水間)

花ボランティアは雨天で2回中止があったo延べ参加者は2034名であったo
･ターゲット･バード･ゴルフ･クラブ(根岸)

各大会の優勝者などの報告があった｡
･社交ダンス(大河原)

社交ダンスの集い(県連協)は参加者の減少が続いている｡
･グランドゴルフ部(鈴木)

平成2 7年度の会員数は120名であった｡
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行事の参加者数は

学習会は660名であった｡

公開学習については参加者不明である｡

来年度からは参加者数の報告を行う｡

事業報告は乗落された｡

2､会計報告､監査報告
一般会計報告(山崎)

･会費収入で11,200円の詳細は､グランドゴルフ部が19名､社交ダンスが9名｡

･旅費交通費は延べ60名に支払った｡

･ボランティア活動費は｢農林公園夏祭り｣関係に出費｡

芸能祭会計(深田)

監査報告　(笹田)

熊連協未加入者の県連協-の会費は納入していないのは｡

社交ダンス部は､現地で支払っている｡

会費を徴収しないで参加した人のみ現地で納入しては｡

来年度からは個人会員制度を導入したい｡

旅費交通費については詳細報告してほしい｡

来年度から報告する｡

会計報告は寮落された｡

3､事業計画(莱)

･平成28年度事業計画(水間)

公開学習の申し込み方法が各連協に割り当てとなった｡

第1回公開学習(7月12日)は熊連協には142枚の割り当て｡
･ターゲット･バード･ゴルフ･クラブ(根岸)

発足は平成16年で会員数は54名｡

新会員として40期(10名)が加入した｡
･社交ダンス(大河原)

会員数は130名｡
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誤字訂正

6月7日　第10回ダンスパーティーを第12回に

11月8日(金)を11月8日(火に)

11月8日　第11回ダンスパーティーを第13回に

グランドゴルフ部(鈴木)

会員数は113名

熊谷ドームが使用できるようになり雨天の心配がなくなった｡

男女別大会を1回増やした｡

質疑

広報部会の開催については広報部長に連絡はするのか｡

4月19日の理事会で27年度理事から連絡することになっている｡

ターゲット･バード･ゴルフクラブは熊谷市のクラブに入会しているのか｡

個人としては各支部には所属していが､熊連協としては加入してない｡

花ボラの年間14回の実施は負担である｡密度をこくして頻度を減らしてほ

しい｡

ボランティアであり希望者のみの参加でよいQボランティア終了後に

コニュニティーの場としてほしい｡

農林公園夏祭りに40期は初めて参加する｡具体的な方策を知りたい｡

本部で担当を決めて連絡する｡

事業計画(秦)は東落された｡

4､平成28年度予算(秦) (山崎)

･会員数が減少したために会費収入が減少したが原案で報告する｡

(専攻1期が9名減o　グランドゴルフ都が1名増加｡)

質疑

ボランティア活動費について

参加期が前年より1期増えているが予算の増額はないのか｡

人件費的な支出ではないので増額はない｡

予算(秦)は乗落された｡
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5､平成28年度熊連協役員(秦)
･議長の紹介で､自己紹介が行われた｡

質疑

文化祭､芸能祭実行委委員の顔合わせを行ってほしい｡

追って各実行委員会が開催されるので､その時に顔合わせができる｡

新役点く案)は乗落された｡

5､その他

･熊連協｢校友会員｣の年度別推移表で専攻1の28年度会員数を57名から48名

に変更｡よって28年度合計は1,474名から1,465名に変更｡

･第1回公開学習のチケット販売方法について事務局長(中島)より鋭明があった｡

以上
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